
 

 

 

 

 

わしはむかしむかし、岩
いわ

手
て

県
けん

のずっと南
みなみ

のはしっ

こにある 一関
いちのせき

市
し

花
はな

泉
いずみ

町
ちょう

でくらしていたナウマン

ゾウじゃ。今日
きょう

は、わしが生
い

きていたころのふるさ

と花
はな

泉
いずみ

で、いっしょにくらしていた仲
なか

間
ま

たちの話
はなし

をしてあげよう。わしたちが生
い

きていた 2万
まん

年
ねん

以
い

上
じょう

も昔
むかし

は、地
ち

球
きゅう

全
ぜん

体
たい

が今
いま

よりずっと寒
さむ

い氷
ひょう

河
が

時
じ

代
だい

で、花
はな

泉
いずみ

のあたりにも、寒
さむ

い地
ち

方
ほう

や高
こう

山
ざん

に生
は

えてい

るマツやモミの仲
なか

間
ま

の林
はやし

が広
ひろ

がっておった。そして、ウシやオオツノジ
 

カ、

ヘラジカのような日本
にほん

列
れっ

島
とう

では絶
ぜつ

滅
めつ

してしまっ

た生
い

き物
もの

たちが暮
く

らす、大
だい

自
し

然
ぜん

の営
いとな

みがあった

んじゃ。どうしてそんな昔
むかし

の花
はな

泉
いずみ

のようすがわかるのかって？ 花
はな

泉
いずみ

には

ちゃんと証
しょう

拠
こ

が残
のこ

っているからじゃ。それが、一関
いちのせき

市
し

花
はな

泉
いずみ

町
ちょう

金
かな

森
もり

地
ち

区
く

の花
はな

泉
いずみ

（金
かな

森
もり

）遺
い

跡
せき

じゃ。この遺
い

跡
せき

からは、そのころの動
どう

物
ぶつ

や植
しょく

物
ぶつ

の化
か

石
せき

がたく

さん見
み

つかっておるんじゃ。なかでも一
いち

番
ばん

多
おお

かったのはウシの骨
ほね

じゃ。バラバ

ラになった何
なん

頭
とう

分
ぶん

ものウシの

骨
ほね

が 1,000点
てん

をはるかに超
こ

える

数
かず

でみつかっておる。これを復
ふく

元
げん

したのが 左
ひだり

の写
しゃ

真
しん

のハナイ

ズミモリウシの全
ぜん

身
しん

骨
こっ

格
かく

じゃ。

花
はな

泉
いずみ

遺
い

跡
せき

といったら、な
 

んと

いってもこのハナイ
 

ズミモリ

ウシなんじゃよ。 
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ところで、発
はっ

掘
くつ

されたたくさんの骨
ほね

の化
か

石
せき

の

中
なか

からは、先
さき

がとてもとがったものや何
なに

かをは

めこんだようなくぼみを持
も

つものも見
み

つかっ

た（ものしりシート考
こう

古
こ

№15『金
かな

森
もり

遺
い

跡
せき

の骨
こっ

器
き

』

参
さん

照
しょう

）。これを当
とう

時
じ

の研
けん

究
きゅう

者
しゃ

たちは、肉
にく

を食
た

べたあとの骨
ほね

に手
て

を加
くわ

えて、何
なに

かの道
どう

具
ぐ

として

利
り

用
よう

したと考
かんが

えていたんじゃ。わしらも、人
ひと

が作
つく

った道
どう

具
ぐ

“骨
こっ

器
き

”として、長
なが

い間
あいだ

紹
しょう

介
かい

し

てきた。ところが、その骨
こっ

器
き

といわれてきた化
か

石
せき

を 注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く観
かん

察
さつ

し、大
おお

きな動
どう

物
ぶつ

の骨
ほね

を使
つか

って何
なん

度
ど

も実
じっ

験
けん

を繰
く

り返
かえ

したところ、これらは人
ひと

がわざわ

ざ作
つく

ったものではなく、自
し

然
ぜん

にできたのでは

ないかという新
しん

説
せつ

が最
さい

近
きん

になって発
はっ

表
ぴょう

さ
 

れ

たんじゃ！ 

 このころの花
はな

泉
いずみ

に人
ひと

々
びと

のくらしはあった

のか？ どんなにいろんな証
しょう

拠
こ

があっても、昔
むかし

のことはすべてタイムマシン

がなければ決
けっ

して本
ほん

当
とう

のことはわからない。じゃが研
けん

究
きゅう

者
しゃ

たちは、今
いま

、手
て

元
もと

にあるその証
しょう

拠
こ

をもとに、できるだけ答
こた

えに近
ちか

づこうと日
ひ

々
び

努
ど

力
りょく

を続
つづ

けて

いるんじゃよ。 
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代
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田
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泉
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森
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跡
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出
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土
ど

動
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物
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骨
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化
か

石
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中
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類
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遺
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物
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料
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森
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)遺
い

跡
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骨
こっ

器
き

と考
かんが

えられてきた化
か

石
せき

盛
もり

岡
おか

市
し

 

 
●「けんぱくものしりシート」の内

ない

容
よう

は 

発
はっ

行
こう

当
とう

時
じ

のものです。 

●「けんぱくものしりシート」は解
かい

説
せつ

員
いん

が 

執
しっ

筆
ぴつ

しております。 

モッちゃん 

〒020-0102 34 

Tel. 019-661-2831 Fax. 019-665-1214 

ＨＰにてバックナンバー公開中！ 

検索 岩手県立博物館 


